
1月20日、河村市長に新型

コロナウイルス感染症対策に

関する緊急要望を提出し、懇

談しました。

1月15日の市長重点要望

のうち、感染対策に関わる事

項について、市民のいのち、

くらしを守る市長としての最

大の本領を発揮していただく

ために行いました。

無症状の感染者を把握す

るため、ＰＣＲ等検査を

重症化リスクの高い、医療

機関・高齢者施設等への一斉・

定期的検査、いわゆる「社会

的検査」の実施をあらためて

要望しました。

日本共産党名古屋市議団は、

無症状の感染者や軽症者を把

握し、保護することが、感染

拡大を抑え込むカギだと強調

しました。そのために、有効

な手段であるPCR等検査を

感染が集積している地域で網

羅的におこなうこと、医療機

関・高齢者施設で一斉に、定

期的に行うことを求めました。

河村市長は、「名古屋では

積極的易学検査をおこなって

いる」「PCR検査はその正

確性が問題。専門家もそう言っ

ている」とくりかえし、PC

R等検査の社会的検査につい

て前向きな考えを示しません

でした。

無症状、軽症者の宿泊施

設を抜本的に増やせ

感染拡大が急速に広がり、

名古屋市内の自宅療養(自宅

待機)者は1月18日時点で12

67人、陽性者の77％に及ぶ

異常な事態です。市内唯一の

宿泊施設での受け入れは限界

にきています。

日本共産党名古屋市議団は、

「無症状や軽症の方を含めて

感染者を保護することが感染

拡大防止策となる」「家庭内

感染が最も多くなっているこ

とからも、感染者の保護は重

要。県と協力し、宿泊施設の

確保を直ちに」と要請しまし

た。

休業・時短要請に市独自

の応援金給付を

県が店舗への休業要請・時

短要請にあたっては十分な補

償が必要であり、関連する業

者も含めて市独自に、事業継

続応援金の実施を求めました。
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